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 隣のお宅の庭にカラスが巣をかけてい
るのをご存じでしょうか。園庭にやたら
いろいろなものがぶら下がっているのは
そのためです。ただ、それがカラスを刺
激したのでしょう。下にいる者を威嚇す
るのですが、カラスもむやみに人を威嚇
するものではありません。威嚇するのは
子育て中で気が立っているからでもあり
ますが、あちらは子育て、こちらは保育
と、こうしてお互いの利害がぶつかり合
うところで摩擦が生じることとなりまし
た。このことはつまり、それぞれの目的
は一にしつつも、カラスと教会の関係性
は限りなく遠いところに立っているとい
うことです。ですから、一触即発、いつ
不測の事態が生じてもおかしくはありま
せん。しかし、幸いなことに全面戦争へ
と発展するまでには至りませんでした。
それは、カラスの雛の巣立ちが近いこと
を知って、職員たちの気持ちが和らぎ、
それどころか、やっぱり保育者なんです
ね。巣立ちを楽しみにし、気遣うまでに
なったのです。ですから、以心伝心と言
うことなのでしょうか。こうして緊張は
ほぐれ、カラスとの全面戦争は回避され
ることになったのですが、ただ、そこで
改めて思ったのです。それは、互いの事
情をそれぞれ知って触れることことの大
切さです。つまり、何か課題が生じたと
きには、気持ちに流され、溺れたままで
いるのではなく、「正しい」事実認識と
そのための視点が大切であるということ
です。そして、それは、私たちが御言葉
を理解する場合においても同じです。 
 ところで、私たちがこうして御言葉に
聞いていくことは私たちにとってどうい
う意味を持っているのでしょうか。特
に、先週からしばらく、私たちは山上の
説教と呼ばれるイエス様のお言葉に聞い
ていこうとしているわけです。そして、
この山上の説教については、私たちがこ
れまで繰り返し繰り返し何度も聞いてき
たわけですが、その私たちが再びこの御
言葉の前に立つというのはどういうこと
なのでしょうか。それは、御言葉が発す
る問いの前に私たちが立たされていると
いうことです。そして、それが山上の説
教を通してこれまで繰り返しなされてき

たわけですが、私たちが繰り返しその問
いの前に立ち続けてきたのは、私たちが
それだけ神様とイエス様のことをお慕い
申し上げているからです。それゆえ、こ
の度は是非答えを手にしたいと、そう意
気込んでおられる方もいらっしゃること
でしょう。ですから、私もなんとかその
一助たりえればと願うばかりではありま
すが、ただそれには何かが変わらなけれ
ばなりません。今までと同じことの繰り
返しの中では、結果は何回やっても同じ
だからです。でも、神様とイエス様を変
えることはできません。それゆえ、もし
変わるとしたら、それは私たちです。私
たち自身が変わらなければならないので
すが、これまで何度も何度も変わりた
い、変わらねばと思ってきたのが私たち
でもあるわけです。そして、その解決方
法については、私たちにもよくよく分か
っています。それゆえ、山上の説教を巡
っては、そこに私たちの信仰の歴史が現
されているとも言えるのでしょう。 
 しかし、先週もお伝えしましたよう
に、その惨めな歴史は、私たちが山上の
説教を理解する上での障害たり得ないと
いうことです。なぜなら、神様にもイエ
ス様にも誇るべきものなど何もないのが
私たちであるからです。私たちは、弱
く、欠け多い者でしかなく、けれども、
その私たちとイエス様は現にこうして共
にいてくださっているのです。しかも、
その心貧しき私たちのことをイエス様は
幸いであるとも仰って、その上で天の国
はその私たちのものとまで仰るのです。
それゆえ、山上の説教とは、この事実、
前提に立って聞いていくべきものでもあ
りますが、それは、それが聖書が語る伝
統的メッセージでもあるからです。そし
て、このことはまた、人間を理想化せ
ず、堂々と罪深い人間について扱ってい
るのが聖書の御言葉であるということで
す。そして、それは、イエス様について
も同じです。イエス様をメシアとして持
ち上げて理想化するどころか、私たちと
同じ人間の姿をもって、私たちとどこま
でも同じものとして、御言葉はイエス様
のメシア像を示すのです。ですから、そ
のイエス様が私たちに向かって「幸いな
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るから。心の貧しき者は」と語るわけで
すから、それは全くの真実であり、それ
ゆえ、御言葉は私たちの手の届かないも
のではありません。では、これからの数
週間、私たちはこの前提にしっかりと立
って御言葉に聞いていく中で、そこで私
たちが知らされる事実関係、はっきりと
知らねばならない真実とはどういうもの
なのか。私たちがもし自分自身を変える
ことができるとしたら、このことへの気
づきが私たちをして私たち自身を変えさ
せることにもなるのでしょう。 
 そこで、心の貧しき私たちが次に聞く
言葉は「悲しむ人々は幸いである。その
人たちは慰められる」というこの御言葉
です。それゆえ、これを聞き励まされ、
慰められる人は多いことでしょう。私た
ちの日常には辛く悲しい出来事があまり
にも多いからです。しかし、ふと我に返
ったとき、私たちはその気持ちをどこま
で保ち続けることができるのでしょう
か。大切なものを失った者にとっての慰
めは失ったものを再び手にすることで
す。けれども、イエス様のこの約束が果
たされないと知ったとき、そこで私たち
は何を思うのか。それは、一緒にいるは
ずのイエス様がいないということです。
ですから、それに気づいたとき、それ以
上の闇の奥深くを覗き込む勇気は私たち
にはありません。そこで、私たちは気持
ちに蓋をして次のイエス様の言葉に目を
移すのです。では、次に語られているこ
とは何か。それは、「柔和な人々は幸い
である。その人たちは地を受け継ぐ」と
いうこの力強いイエス様の言葉です。そ
れゆえ、私たちの多くはまたこの言葉に
強く心引かれることになるのです。それ
は、ここに私たち誰もが求める一つの信
仰者像があるからです。ただし、それ
は、多くの人々にとって繰り返し挫折さ
せられてきたことでもありました。そも
そものところで言えば、このお言葉に聞
いた時点で、挫折は始まっていたことで
もあるのです。ですから、私たちがイエ
ス様のお言葉に心引かれながらも、柔和
な振りすらすることができないのはその
ためです。まただから、この柔和さを私
たちは喉から手が出るくらい欲しいと思
ってしまうわけです。それは、あらゆる
関係性をより良くするものがこの柔和さ
であることを知っているからです。けれ
ども、そこでまた知らされるのです。柔
和であるところからいかにほど遠いとこ
ろに自分は立っていると、そして、イエ
ス様はその私たちとは共にいてはくださ

らないと、そう強く思わされる、それが
私たちでもあるからです。 
 そして、あろうことか、そのことを知
らしめるのが山上の説教であり、聖書の
御言葉もあるのです。このことはつま
り、聖書の御言葉もイエス様のお言葉
も、私たちにとっては遠いものであり、
つまりは、まったく異質なものだという
ことです。そして、それは、今この二つ
のことだけを見てもこのように言えるわ
けですから、他の一つ一つのことを見て
いくなら、なおのことです。つまりは、
私たちの想像を絶するほどの隔たりを感
じさせられるのがこの山上の説教である
ということです。ただ、私たちにはそれ
すらも素直に言葉にする勇気はありませ
ん。それは、自分自身への後ろ暗さから
ではありません。その異質さに魅了され
ているのが私たちでもあるからです。そ
のため、私たちは受け入れやすい形イエ
ス様のお言葉を理解しようとするので
す。例えば、7 節の「憐れみ深い人々は
幸いである。その人たちは憐れみを受け
る」とあるこの言葉がそうです。柔和で
あることも、憐れみ深いことも、人間と
して生きる上での一つの徳目として理解
するができるのですが、ただし、モラ
ル、道徳として理解することは、それが
できる場合もあればできない場合もある
わけです。つまり、それはいわば努力目
標に過ぎないことにもなるわけです。け
れども、イエス様が山上の説教を語るの
は、それを一つの徳目、身につけるべき
道徳的たしなみとしてではありません。
すべては、イエス様と共にあるがゆえの
ことであり、このことはつまり、イエス
様と共にあろうとする私たちにとって
は、そういう意味では有無を言わさない
形で求められているものだということで
す。まただから、御言葉に従う私たちは
イエス様の言葉に励まされ、慰められ、
大いに喜びを感じることにもなるので
す。 
 ところが、その私たちがイエス様のこ
の一連の言葉を聞いて、自信を深めるど
ころか、自信を失ってしまう。それは、
語られている事実と私たちが感じる事実
との違いがあるからです。つまり、イエ
ス様が見て欲しいと思っていることと、
私たちが見たいと思っていることとの視
点の置き方の違いです。ですから、山上
の説教において語られていることに私た
ちが時に鈍感でいられるのはそれゆえの
ことでもありますが、ただ、この事実は
私たちをやがて悲しませることにもなり
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ます。しかし、それを責めることのでき
る者はイエス様以外にはおりません。そ
れゆえ、その悲しみが真面目な信徒への
同調圧力となって作用するとしたら、そ
れはもっと辛く悲しいことでもあるので
しょう。けれども、その逆に、自分を棚
上げにして、イエス様の言葉を振りかざ
し、他者に対してのみ厳しい態度で臨ん
だとしたら、そんな恥知らずなこともあ
りません。しかし、そうした悲しむべき
歴史、恥を知らない歴史の中にあって
も、11 節に「私のために罵られ、迫害さ
れ、身に覚えのないことであらゆる悪口
を浴びせられるとき、あなたがたは幸い
である」とあるように、私たちのこれま
での歴史の中には、イエス様が語る幸い
に生き、喜びの中に召されていった人々
もまた確かに存在しているのです。それ
は、イエス様が「喜びなさい。大いに喜
びなさい。天には大きな報いがある」と
仰っているこの言葉を心から真に受け、
この言葉に生きた人々が現にいたからで
す。 
 ですから、それを考えれば、私たちに
求められていることははっきりしていま
す。やはり二つに一つ、それをするかし
ないかということです。そして、そこで
私たちが見つめるべきものが先週申し上
げた主イエスと共に、イエス様にあっ
て、というこの視点でもあるのです。そ
れは、11 節以下にあるようにイエス様を
体現することこそが私たちの信仰をこの
世にあって意味あるものとするからで
す。ところが、その私たちがイエス様が
仰ることをイエス様と一緒にしようとす
ると、どうしても体が強ばってしまう、
それはどうしてなのでしょうか。まただ
からなのでしょう。私たちが真実を誤魔
化し、一歩を踏み出すことができずにい
る自分自身への言い訳ばかりを口にして
しまうのは。しかし、そこで私たちは忘
れてはなりません。それにも関わらず、
繰り返し繰り返し山上の説教を私たちに
語り続けるのがイエス様でもあるので
す。それは、イエス様が私たちの言い訳
や誤魔化しを喜んではいないからです。
ただし、それについては私たちにもよく
分かっていることです。分かっている
が、ここでイエス様が語る真実、事実を
受け入れることができない。つまり、分
かっちゃいるけど止められない、それが
イエス様の前にある私たちであるという
ことです。けれども、そのことをいくら
強く責められたところで、この自分自身
を自分の力で変えることはできません。

変えられるくらいならとっくの昔に変わ
ることができたからです。しかし、それ
にも関わらず、イエス様は繰り返し繰り
返し私たちに変わることを求めておられ
る、少なくとも私たちはそう思っている
のです。 
 私たちがそう思うのは嘘ではなく本当
です。あのユダですら自らの行為を恥じ
たように、私たちが最初から諦めていた
としても、私たちの多くはこのままでい
いとは思っていないのです。ですから、
心のどこかに、このままではいけない、
このままではダメだ、そんな気持ちを持
っているのでしょう。けれども、それを
心の奥深く、見えないところにしまい込
んでいるのが私たちでもあるのです。た
だ、それがもし私たちの真実な姿である
としたら、それはとても悲しいことで
す。ましてや、それが私たちの信仰であ
るとしたら、私たちの信仰とは実につま
らないものだとも言えるのでしょう。そ
れこそ、自分を誤魔化し、もっともらし
い言い訳の口実を与えるものが私たちの
信仰ということにもなってしまいます。
しかし、その私たちのことを召し、その
私たちに向かってなお語り続けておられ
るのが私たちのイエス様でもあるので
す。ただ、そこで露わにされるものがあ
ります。それが私たちの過ちであり、弱
さであり、罪深さでもあるのです。私た
ちがそれを隠そう隠そうとしてしまうの
はそのためです。イエス様はその全てを
ご存じであるにも関わらず、私たちはそ
うしてしまうのです。それは、私たちが
そういう自分自身を受け入れることがで
きずにいるからです。そして、それは、
私たちが自分自身に対し誠実でありた
い、あらねばと思っているからです。け
れども、私たちに求められていることは
神様に対する誠実な姿であって、そうい
う自分自身に対してではありません。そ
れは、功しのない自分自身に対して、私
たちにもっと堂々として欲しいというの
が神様の御心でもあるからです。ただ
し、それは、主にあって、主と共にとい
う、この一点においてのことなのです。 
 今ここで、イエス様の前にあってその
お言葉に聞いている人たちはどのような
人々なのでしょうか。それは、イエス様
と出会って間もない人々です。つまり、
全てが未熟で何も分かっていない人々で
す。このことはつまり、未熟で、稚拙
で、それゆえ、愚かで、恥知らずな、イ
エス様の御前にある人々とは、このよう
にあらゆるところに深い罪を認めること
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のできる人々であるということです。で
すから、イエス様の前にある人々は、私
たちと何一つ変わりません。けれども、
この右も左も分からない人々にイエス様
は大切なことを語るのです。それが山上
の説教であり、それは、この山上の説教
を通して私たちがイエス様の姿をより鮮
明に知ることになるからです。そして、
それは、その一言一言を通して人々にイ
エス様を体現して欲しいからでもありま
すが、それだけではありません。イエス
様を体現する私たちに、世の多くの人々
と信じることの喜びを分かち合って欲し
い、この強い思いがあるからです。そし
て、その強い思いを神様から与えられた
のがイエス様でもありますが、このこと
はつまり、この神様の御心がイエス様を
して人々に山上の説教を語らしめたとい
うことです。それゆえ、山上の説教は私
たちを卑屈にさせたり、あるいは、調子
に乗らせたりすることはありません。イ
エス様の側にいる、近くにいる、この熱
い思いをもって私たちを御国へと導くた
めに語られたものが山上の説教でもある
からです。ですから、これから私たちが
聞いていくことは、そういう意味でのイ
エス様の私たちに向けられた熱い思いで
もあるのです。ただ、それは私たちにも
分かっています。だから、そこに記され
ていることの多くを私たちは「なるほ
ど」と思うことができるのです。けれど
も、その私たちがどうしてそれを「どう
して、なぜ」と思ってしまうのか。それ
は語られている事実認識について、つま
り、その見るべき視点が間違っているか
らです。 
 私たちにとっての一週間の始まりは、
こうして集められている主の日です。日
曜日が私たちの時間感覚の基であり、つ
まりは、ここから築き上げられるものが
私たちの人生でもあるのです。けれど
も、７日の中の６日間は私たちにとって
心地いいばかりのものではありません。
その未熟さと罪深さゆえに、追われるよ
うな毎日を過ごしているのです。ですか
ら、その私たちがこうして主の御前に集
められれば、そこでどういうことが起こ
るのでしょうか。それは、主と共にとい
うところから御言葉に聞くのではなく、
一週間に積み重なったそれぞれの心の中
にあるものから御言葉に聞いていこうと
するのです。けれども、それは、買い物
のついでに御言葉に聞いているのと何が
違うと言うのでしょうか。ただ、それも
私たちの日常であり、この日常の中にこ

そ、共にいてくださるのが私たちの神様
とイエス様でもあるのです。ならば、私
たちはどうすればいいのか。ここです。
ここなのです。 
 主の日が安息日と言われているよう
に、日曜日は主の御前で静まるときなの
です。何かを成し遂げようとしたり、何
かを掴み取ろうとしたり、そういう自己
実現の場ではないのです。ですから、私
たちが神様の御前で堂々としていられな
いのはそれゆえのことでもあるのでしょ
う。なぜなら、弱い自分、愚かな自分、
罪深く不信仰な自分を変えたい、変えな
ければと思っているからです。そういう
自分自身を誰でもない私たち自身が受け
入れることができないからです。まただ
から、見るべき視点を見誤ってしまう、
それは私たちが見るべき所とはまったく
正反対の方向を見ているからです。です
から、私たちは御前にあっては心静かに
神様とイエス様のみ声だけに耳を傾けな
ければ成りません。そして、山上の説教
を聞く場合においては、特にそのことが
求められているのですが、まただから、
そのことに気づいた私たちは、気がつけ
ばイエス様を体現する者へと変えられて
いくのです。ですから、御前に立つ私た
ちとは、何かを成し遂げた者でもなく、
また、成し遂げようとしゃかりきになっ
ている者でもありません。御前に堂々と
静まることのできる者であるのです。そ
こで、最後に申命記の次の言葉を皆さん
にお伝えしたいと思います。主なる神様
はこう語ります。「 わたしが今日あな
たに命じるこの戒めは難しすぎるもので
もなく、遠く及ばぬものでもない。それ
は天にあるものではないから、「だれか
が天に昇り、わたしたちのためにそれを
取って来て聞かせてくれれば、それを行
うことができるのだが」と言うには及ば
ない。海のかなたにあるものでもないか
ら、「だれかが海のかなたに渡り、わた
したちのためにそれを取って来て聞かせ
てくれれば、それを行うことができるの
だが」と言うには及ばない。御言葉はあ
なたのごく近くにあり、あなたの口と心
にあるのだから、それを行うことができ
る。」イエス様はこの神様との近さを私
たちに伝えてくださっているのであり、
私たちが体現すべき事はこの近さでもあ
るのです。そして、事実、イエス様と共
にある私たちにとって、神様は直ぐ近く
にいますお方でもあるのです。 
祈りましょう。 
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